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リモートセンシングの SDGsへの貢献と
日本リモートセンシング学会の取組み
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Abstract– This document introduces the earth observation and relations with SDGs. In the remote
sensing field, there is GEOSS which unified the earth observation and ground observation ahead
of SDGs. We explain the contribution to SDGs of GEOSS. We examined the target which remote
sensing could contribute to 17 aims of adopted SDGs and 169 targets in 2030 agendas. Finally we
introduce the possibility that the remote sensing society of Japan can contribute to SDGs.
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1. はじめに

2015年 9月 25日～27日に，ニューヨーク国連本部
において，「国連持続可能な開発サミット」が開催され，
150を超える加盟国首脳の参加のもと，その成果文書と
して，「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための
2030アジェンダ」が採択された．特に，宇宙からの観
測技術であるリモートセンシングは，主として情報を迅
速に制約なく取得できること，あるいは伝送できること
に大きな強みがあり，持続可能な開発目標（Sustainable
Development Goals，以降 SDGsと言う）の達成に向けて
活動する様々な事業を効果的に支援できる技術として認
識されている．2030アジェンダの採択に際しては，地
球観測データを SDGs 実施の進捗確認に活用すること
が我が国からの提案により明記された．また，令和元年
（2019年）12月の SDGs推進本部で改定された「SDGs
実施指針」や「SDGsアクションプラン」には，地球観
測関連事業が盛り込まれており，SDGsの達成に向けて
地球観測の役割が位置づけられている．
これらの背景として，地球観測分野では，SDGsに先駆

けて，全球地球観測システム（Global Earth Observation
System of Systems，以降 GEOSSと言う） [1]が，人工
衛星観測および現場観測（地上観測）を統合した複数の
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観測システムからなる包括的な地球観測のシステムとし
て取り組まれていたことにある．
本稿では，GEOSSの内容を紹介し，SDGsへの貢献な

どを説明する．さらに，本稿では，2030アジェンダで採
択された SDGsの 17の目標と 169のターゲット項目 [2]
の中から衛星による地球観測の宇宙技術が活用できる
ターゲットを検討した．また，文部科学省 科学・技術
学術審議会における地球観測分野の SDGsへの位置づけ
を紹介し政策的な背景を紹介する．最後に，日本リモー
トセンシング学会の体制や活動内容を紹介し，SDGsへ
の貢献の可能性について，紹介する．

2. GEOSSについて

GEOSSは，2002年の持続可能な開発に関する世界首
脳会議 (WSSD)や 2003年の G8エビアンサミットなど
における全球的な地球観測の重要性の高まりを受けて始
まった活動であり，2017年の時点で，104ヵ国，欧州委
員会，世界気象機関 (WMO)，国際連合教育科学文化機
関 (UNESCO)，国連環境計画 (UNEP)，国連海洋学委
員会 (IOC)，地球観測衛星委員会 (CEOS)，国連食糧農
業機関 (FAO)等の 106の国際機関が参加している．
また，GEOSSの活動やその推進については，地球観

測に関する政府間会合（Group on Earth Observation，以
降GEOと言う）[3]が実施しており，100ヵ国以上の政
府，関連機関が参加している．

GEOSSは，地球温暖化などの諸問題に対して持続可
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Table 1: Nine fields of public profit of GEOSS.
 

能な社会の実現を目指し，観測技術開発主導から利用
ニーズ主導のシステムとして構築されている．国際的に
共通な利用ニーズとして GEOSSでは Table 1の 9つの
項目を公共的利益分野として設定している [4]．
日本は，農業，気候，水，生物多様性の 4分野に注力

する役割を担い，4分野に対して Table 2に示す地球観
測衛星のデータを提供している．また，横断分野的な連
携・取組みとして，文部科学省・東京大学により，地球
観測データの収集・保存・提供を行うデータ統合・解析
システム (Data Integration and Analysis System，DIAS)
[5]を開発し運用している．
なお，その後の平成 27年 11月に開催された GEO第

12回本会合では，「GEO戦略計画 2016-2025」が策定さ
れ，閣僚級宣言「メキシコシティ宣言」が採択された．
「メキシコシティ宣言」では，「持続可能な開発のための
2030アジェンダ」の実施をGEO及び地球観測情報が支
援することを確認するとしており，その戦略文書では，
GEOが取り組むべき最優先課題の 1つとして SDGsが
明記されている．
「GEO戦略計画 2016-2025」では，8つの社会利益分
野と横断的な「気候変動」が設定された．8つの社会利
益分野において，設定された具体的な活動計画と対応
するフラグシップ・イニシアティブ活動を Table 3に示
す [6]．これらの項目は，SDGsの 17の目標と関連付け
できることが分かり，これらの成果が SDGsの定量的な
評価に有効であることが推測できる．

GEOSSのインフラは，地球観測衛星と地上のセンサ
による観測システムと，地球観測データをインターネッ
トで検索できる情報システムで構成されている．また，

Table 2: Satellite observation of the field of nine public
profit of GEOSS in Japan.

データの処理解析では，統計モデルや観測結果を用いた
シミュレーション等が行われ，横断的な技術を統合した
成果となっている．横断型基幹科学技術研究団体連合の
定義とも合致しており，多くの学際領域の協力が必要な
活動と言える．

3. SDGsの目標とリモートセンシングが期待
されるターゲット

SDGsの 17の目標に対して，筆者のこれまでの研究
活動や日本リモートセンシング学会の学術講演会におけ
る発表内容から，リモートセンシングが期待されるター
ゲットを Table 4に整理した．表中で網掛した項目は，
リモートセンシングの利用が期待されるテーマであり，
その具体的なターゲットを記載した．なお，それぞれの
ターゲットには，各ターゲットの進捗度を測定するもの
として「指標」が指定されておりリモートセンシングは
その指標の算出に活用が期待されている技術と考えてい
る．目標 12の「観光業」は，リモートセンシングとは異
分野のように捉えられる可能性があるが，地球観測デー
タから，VRのバーチャル空間を作り観光向けのコンテ
ンツを制作すれば実応用でき密接に関連する．これら以
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Table 3: Eight social profit fields and flag ship initiative
activities.
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GEO Biodiversity Observation Network (GEO BON) 

Global Forest Observation Initiative (GFOI) 

GEO Global Ecosystem Initiative (GEO ECO) 

GEO Global Network for Observation and 

Information in Mountain Environments 

(GEO-GNOME) 

Earth Observations for Ecosystem Accounting 

(EO4EA) 

GEO Wetlands Initiative 

GHIJ>+ Geohazard Supersites and Natural Laboratories 

(GSNL) 

Global Wildfire Information System (GWIS) 

Data Access for Risk Management (GEO-DARMA) 

KLMNO2+

P;QRST+

GEO Vision for Energy (GEO VENER) 
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GEO Global Agricultural Monitoring (GEO-GLAM) 

3^,-2_`

ST+

a 

bcd:ef+ Global Observation System for Mercury (GOS4M) 

Global Observation System for Persistent Organic 

Pollutants (GOS4POPS) 

CDEF[g

hij+

Global Urban Observation and Information 

GEO Human Planet Initiative: Spatial Modeling of 

Impact, Exposure And Access to Resources 

kQRST+ GDIS (Global Drought Information System) 

GEOCRI (Information Systems for Cold Regions) 

GEOGLOWS (GEO Global Water Sustainability) 

外にも，他の横断的な技術の統合により SDGsに寄与で
きる可能性もある．

4. 地球観測推進部会における議論

文部科学省科学・技術学術審議会研究計画・評価分
科会地球観測推進部会では，SDGsへの衛星リモートセ
ンシングの貢献が議論されており，直近の 2021年 6月
に開催された第 9期地球観測推進部会 [7]においても，
SDGsへの取組みが議題に上がっている．第 9期地球観
測推進部会では，以下の具体例な指標での利用において
期待されていることが紹介された．

(1) 目標 6：全ての人々の水と衛生の利用可能性と持続
可能な管理を確保する

6.3.2 良質な水質を持つ水域の割合
6.6.1 水関連生態系範囲の経時変化

(2) 目標 11：包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する

11.3.1 人口増加率と土地利用率の比率
11.6.2 都市部における微粒子物質の年平均レベル

11.7.1 各都市部の建物密集区域における公共スペー
スの割合の平均（性別，年齢，障害者別）

(3) 目標 14：持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し，持続可能な形で利用する

14.1.1 (a)沿岸富栄養化の指標，(b)プラスチックごみ
の密度

14.3.1 承認された代表標本抽出地点で測定された海
洋酸性度（pH）の平均値

14.4.1 生物学的に持続可能なレベルの水産資源の割合

(4) 目標 15：陸域生態系の保護，回復，持続可能な利用
の推進，持続可能な森林の経営，砂漠化への対処，
並びに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損
失を阻止する

15.1.1 土地全体に対する森林の割合
15.3.1 土地全体のうち劣化した土地の割合
15.4.2 山地グリーンカバー指数

上記の中で，「15.4.2山地グリーンカバー指数」は JAXA
が既に算出を終えており，公表を予定している．これら
の指標に対しては，算出・検出方法が確定していない項
目もあり更なる検討が必要となっている．

5. 日本リモートセンシング学会における貢献

日本リモートセンシング学会では，SDGsへの具体的
な取組みや体制が整っていないが，GEOSSには多くの
会員が関わっており，SDGsへの貢献に向けて人材とし
ての素地がある．また，当学会には，以下に示す 7つの
研究会があり，研究活動の内容が SDGsに貢献できるも
のが多い．特に，評価・標準化研究会における手法の標
準化，問題生態系計測研究会における計測・評価研究，
雪氷リモートセンシング研究会，海洋・湖沼リモートセ
ンシング研究会のように具体的な研究領域における事例
蓄積の成果は，SDGsへの貢献が期待できる．研究会の
多くの活動は，学会会員を対象としたものが多いが，国
土防災リモートセンシング研究会では，研究会の成果を
オープンに報告するワークショップ等も企画しており，
学会員以外も参加可能である．

(1) 国土防災リモートセンシング研究会
国土マネジメント，国土防災の観点からリモートセ
ンシングの利用活用法について幅広い研究活動を行
う．

(2) 評価・標準化研究会
カテゴリー分類とカテゴリー分解の性能評価と評価
の標準化，評価データの標準化，スペクトロメータ
による実測スペクトルの標準化および画像処理アル
ゴリズムの標準化についての研究を行う．
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Table 4: Target of SDGs where remote sensing is expected.
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(3) 高分解能衛星リモートセンシング研究会
高分解能衛星リモートセンシングに関する情報・調
査・応用研究を行う．

(4) 問題生態系計測研究会
各種の問題生態系を対象としたリモートセンシング
等空間情報技術による計測・評価研究に関する情報
交換，研究連携，学術的提言を進める．

(5) 雪氷リモートセンシング研究会
雪氷を主な研究対象とし，リモートセンシング等
の空間情報技術の活用を通した，分野横断的な情報
の交換ならびに研究連携，学術的提言の促進を進め
る．

(6) 海洋・湖沼リモートセンシング研究会
海洋・湖沼のモートセンシングに関する研究・教育
を幅広く行う．衛星だけでなく，UAVや航空機等
のプラットフォームを使った藻場やサンゴ礁のモニ
タリングなども対象とする．

(7) ドローン・リモートセンシング研究会

農林水産業，防災分野を中心として，ドローン技術
に関する研究，情報交換，関連機関との研究連携の
推進・支援と研究提言を行うことを目的とする．こ
れにより，ドローンを利用した近接リモートセンシ
ング技術の発展・普及と応用分野の拡大を目指す．

今後，当学会として SDGsへの取り組み方針を検討し
ていくと共に，横断的基幹科学技術研究団体連合内に組
織したワーキングチームの活動で貢献していく等，SDGs
に寄与していくことを狙う．
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